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一AnneElliotと`anEleganceofMind'

中 尾 真 理*

AnneElliotand`anEleganceofMind'

MariNAKAO

要

ア ン ・エ リオ ッ トは 「洗 練 され た知性 」 と 「優 しい性 格」の持 ち主 と して描 かれて いる。 「洗練

された知性 」 とは何を意 味す るの だろ うか。 オ0ス テ ィンは従来 か ら 「理性 」 と 「感性 」のバ ラン

スの とれ た精 神を理想 と して きたが、 それ とどこが違 うのだ ろ うか。以上 の観 点か ら、 オーステ ィ

ン最後 の作品Q説 得 』について考察す る。

ヒロイ ンは家族か らも、 コ ミュニテ ィか らも切 り離 され、孤 独の内 に移 動を続 ける。斜 陽の准男

爵家か ら、大 家族の暖 かい雰囲気 を残す郷士(ス ク ワイ ア)の マ スグロ0ヴ 家、 ライム海 岸、そ し

て、最後 にエ レガ ン トな温泉保養 都市バ0ス への孤 独な旅の過 程で、 ア ンの洗練 され た知 性 はそれ

ぞれの グループ にどのよ うに反応 し、 また、 どの よ うに して心 か らの共 感者で あるウ ェン トワース

大佐の心を掴む ことがで きたのだ ろうか。

鍵はやは り、感性 とモ ラル に求 めるべ きだろ う。

(1)heroineとnarrativeの 変 化

ジ ェ イ ン ・オ ー ス テ ィ ン(JaneAusten)の 最 後 の完 成 作r説 得(Persuasion)』Dの ヒ

ロイ ン、 ア ン ・エ リオ ッ ト(AnneElliot)は27歳 、 小 説 の ヒ ロイ ンと して は異 例 の 高 年 齢 で

あ る。Austenの これ まで の ヒロ イ ン は17歳 か ら21歳 、 これ は ち ょ うど 、 当 時 の 結 婚 適 齢 期 に

あ た る。結 婚 年 齢 の 高齢 化 が 進 む 現 代 日本 な らい ざ 知 らず 、27歳 と い う年 齢 は19世 紀 初 頭 の イ

ギ リスで は、決 して 若 くな い年 齢 で あ る。

AnneElliotは 「も う若 くな い 」 だ けで な く、 過 去 に失 意 の経 験 を 持 つ ヒロ イ ンで あ る。 彼

女 は19歳 の 時 、 任 官 され た ば か り の若 い 海 軍 大 佐 ウ ェ ン トワー ス(CaptainWentworth)に

出会 っ たが 、 結 婚 に は 至 らな か った 。 准 男 爵(baronet)の 家 名 に 誇 りを 抱 いて い る父 親 サ ー

・ウ ォル タ ー ・エ リオ ッ ト(SirWalterElliot)と 、 同 じ く母 親 代 わ りの レ ィデ ィ ・ラ ッセ ル

(LadyRusse11)に 、 地 位 も財 産 もな い 海軍 軍 人 と結 婚 す る の は 「自分 を捨 て る よ うな行 為

(athrowingaway)」 だ と 「説 得 」 され 、 結 婚 を 断 念 した の で あ る。
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この出来事はAnneに 深い傷を残 した。彼女は説得に屈 したことを後悔 し、Wentworthを

忘れることができなかった。その結果、彼女の美貌と若さは、早 く色あせてしまった。 しかも、

皮肉なことにWentworthは その後、出動命令を受け、対ナポレオ ン戦争で沸 く海上でひと財

産を得たのである。

このような設定でAnneElliotの 物語 は始まる。と言 うのも、PersuasionはAnneElliot

の物語だからだ。Elliot家 の存続継承というテーマもあるが、こちらは肝心の継承者があいま

いなままに終 わ ってい る。エ リオ ッ ト氏(Mr.Elliot)の 陰謀が 、ス ミス夫人(Mrs.

Smith)の 打ち明け話で発覚するという脇筋は、喜劇のプロットとして十分発展 しそうだが、

中心的な扱いを受けないままに終わっている。それは結局、 ヒロイ ンのAnneが 、Elliot家

の存続継承にはそれほど関心を抱いていないか らだと思われる。Anneの 関心はWentworth

という新 しい世界に属する人物に向けられ、どうやら彼と共に、閉ざされたジェン トルマン

(gentleman)の 世界を後にして、外の世界へ踏み出す気配の うちに小説は結末を迎えるの

である。

とはいえ、人生に失望を味わい、美貌 も若さも色あせた27歳 のヒロインである。この時点で

すでにこの作品は、いわゆるAustenの 小説の特徴 とされる幾つかの常識を越えていると言え

るだろう。Austenと いえば、gentlemanの 安定 した地方生活を背景に、 「田舎の3・4家

族」2)と 称される小さなコミュニティに生 きる若い女性を主人公に、その生き方、特にその結

婚をめ ぐる喜劇を主題とするというのが、常套手段である。だが、この小説は幾つかの点で、

そうした枠組みからはずれている。第0に 、ヒロインは若い女性ではない。第二に、安定 した

gentlemanの 生活は危 うくなっており、田舎の3・4家 族 はもはや中心を占めてはいない。

なにしろ、Elliot家 が領地(estate)で 准男爵らしい生活を続けられなくなったところか ら、

この小説は始まるのである。当主SirWalterはKellynchHa113)を 貸 しに出し、田舎の生

活を離れて、小都会バース(Bath)へ 移って しまう。小説の約半分はBathが 舞台である。

登場人物 もその3分 の1が 海軍の関係であり、人 も場所 もgentlemanだ けの世界から、東イ

ンド、ジブラルタルを視野に収めた、より大きな世界になっている。

第三に、家族の無力化がある。Austenの 小説では家族が大きな意味を持っているのは周知

の通りである。家族は殆ど社会そのものを意味すると言ってもよい。だが、その家族がここで

は求心力を失って、Elliot家 は分解寸前である。Anneは 父のSirWalterか らも姉のエ リザ

ベス(Elizabeth)か らも 「いて もいな くて もいい人間(nobody)」 と見 られている。だが、

Anneの 方で も、父 と姉を必要としてはいない し、む しろ、価値観を異にする家族か らの 「遊

離(isolation)」 を仕方のないことと受け止めている。

さらに、 この小説で注 目すべきは、前 々作rマ ンスフィール ド・パーク』(Mansfield

Park)に 続いて、従来のAusten小 説の魅力である喜劇的なタッチが薄れていることだろう。

これまでの彼女が持 っていた 「物語の道徳的問題に読者を巻き込 もうとする」積極的な姿勢、

喜劇作家に特有の 「アイロニカルな挑戦的要素」というものが、この作品ではますます希薄に

なっている。4)

喜劇的 タッチが陰をひそめて何が浮かび上がってきただろうか?

作者 とヒロイン、ヒロインと読者の間に介在する喜劇的ナレータ0が いなくなったことで、

ヒロインと作者の間の距離が近 くなったと言えるだろう。Anneは 作者 とほぼ同じレヴェルで、

観察 し、コメントし、要約 している。作者 もヒロイン及び読者に対するアイロニカルな挑戦を

捨てたことで、初めて自分の視点をヒロインのそれに重ね合わせることができたのではないだ

ろうか。人生の挫折を味わった 「もう若 くない」 ヒロインであるか らこそ、執筆当時、40歳 で
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あった作者にとっても十分 「成熟」したヒロインと見なすことがで きたのだろう。その結果、

この小説は凝縮され、テンポが早 く、時に驚 くほど辛辣な批評をも交えて展開されている。読

者にとっても、この小説は作者の率直な感情を、より直接的な形で感 じることができると言 う

意味で、これはAustenの 他のどの小説よりも現代的である。

(皿)移 動す る ヒロイ ン

象 徴 的 な 意 味 合 い にお いて で あ るが 、AnneElliotに は、 地 域 社 会 との絆 が 薄 くな り、 自分

にふ さわ しい 居 場 所 を 求 め て さす らう孤 独 な現 代 人 を予 感 させ る もの が あ る。 彼女 に は 、 強 い

絆 で 結 ば れ た 家 族 も な く 、 村 と い う地 域 社 会(コ ミ ュ ニ テ ィ)と 密 接 に 結 ば れ た 土 地

(estate)も な い 。 物 語 の 始 ま る時 点 で 、Anneの 一 家 はKellynchHal1の 家 を 出 る こ とを

余 儀 な く され る。Elliot家 は経 済 的 に 行 き詰 ま って お り、 そ の 打 開 策 と してSirWalterは 先

祖 伝 来 の家 を土 地 もろ と も賃借 に 出 し、 自分 はBathに 仮 住 ま い して 、 赤 字 財 政 の 修 復 に励 ま

ね ば な らな くな っ たの で あ る。

家 を失 う とい う こ と 自体 が 、 家 族 に と って あ る象 徴 的 な 意 味 を 持 つ が 、AnneはBathに 移

るに あ た り、 家 族 か ら も見 捨 て られ た 自分 を 再 確 認 す る こ とに な った 。 父 も姉 もAnneを 必

要 とは して い な か った 。 と い うの も、Elizabethはcompanionと して 、 お べ っか っ か い の ク

レイ 夫 人(Mrs.Clay)の 方 を 選 び 、Anneは 妹 の メア リ(MaryMusgrove)の も とに 滞 在

せ ざ る を え なか っ た ので あ る。 、

gentlemanに と って 「土 地 」 を 失 う と い う こ と は 、 そ の存 在 基 盤 を 失 う こ と に等 しい 。

gentlemanの 娘 で あ るAnneに と って は、 家 族 か ら も コ ミュニ テ ィか ら も切 り離 され る と い

う状 態 に な った ので あ る。

以 後 、Anneは ア ッパ ー ク ロ ス(UpPercross)か らBathへ と居 場 所 を転 々 とす る。 まず 、

SirWalterがKellynchHa11を 出 た 後 、一 家 の 友 人LadyRussellの 家 に移 り、 そ こか ら、

妹Maryの 嫁 ぎ先 の マ ズ グ ロ ー ヴ家(theMusgroves)に ニ カ 月 滞 在 し・ そ こ か ら再 び ・

LadyRussellの ケ リ ンチ ・ロ ッヂ(KellynchLodge)に 戻 り、 さ らに父SirWalterの 落 ち

着 き先Bathの カ ム デ ン ・プ レイ ス(Camden-place)の 家 へ移 る。

こ の6カ 月 にわ た る長 い移 動 は、 孤 独 な 個 人 と して のAnneの 姿 を 浮 き彫 りに して い る 。

家 族 か ら も コ ミュニ テ ィか ら も離 れ 、Anneは 孤 独 を 深 め るが 、 一一方 、 そ れ に よ ってAnneの

世 界 は広 が った と も言 え る 。 そ れ は未 知 の 人 々(海 軍)と の 出 会 い を もた ら し、 真 の 共 感 者

(Wentworth)を 得 る結 果 を も た ら した か らで あ る 。Anneの 孤 独 な 移 動 は 、Anneが

nobodyか ら 「花 の盛 りの ヒ ロイ ン(bloomingheroine)」 へ 復 活 す る軌 跡 で もあ る。

(皿)斜 陽の一家と知性の孤立

Anneの 家 族 で あ るSirWalterとElizabethが 、Anneの 真 価 を理 解 し得 な い の は 、 彼 ら

に 「本 当 の 理 解 力 」(trueunderstanding)が 欠 けて い るか らだ と ナ レー タ ー=作 者 は言 う。

trueunderstadingと は、 「知 性 」(intelligence)で あ ろ う。

・…butAnne
,withaneleganceofmindandsweetnessofcharacter,whichmust

haveplacedherhighwithanypeopleofrealunderstanding,wasnobodywith

eitherfatherorsister;herwordhadnoweight;herconveniencewasalwaystogive
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way;shewasonlyAnne.

・… だがアンは、本当に理解力のある人間なら誰だって高 く評価 したに違いない、洗練 さ

れた知性 と優 しい性格の持ち主でありなが ら、父にとっても、姉にとっても、どうでもい

い人間なのであった。彼女の言葉には何の影響力もな く、彼女の便宜はいつも顧みられな

かった。彼女はアンにすぎなかったのである。(p.5)

SirWalterとElizabethに はAnneの 人 柄 を理 解 す る知 性 が 欠 けて い る、Anneが 家 族 の

中 で 孤 立 す るの はや む を 得 な い こ とで あ り、 解 決 の 見 込 は な い とい わん ばか りで あ る。

SirWalterは 准 男 爵 年 鑑 を ひ も解 く こ と と、54歳 に な っ た 自分 と29歳 に な ったElizabeth

が 、 い ま だ に美 貌 を保 って い る ことを 唯 一 の 自慢 に して い る愚 か な 人 間 で あ る。 彼 は 「育 ちの

よ さの お 手 本(amodelofgoodbreeding)」(P.32)と 見 な さ れ て は喜 び 、baronetの 名 に

ふ さわ しい 外 見 を 保 持 す る こ と に汲 々 と して い る 。 准 男 爵 の 称 号(title)の 魅 力 な ど 、甥 の

Mr.Elliot(SirWalterの 相 続 予 定 者)に 完 全 に 黙 殺 され た に もか か わ らず 、 で あ る。5)な に

しろ 、Elliot家 の 財 政 が 危 機 に陥 って い る と い うの に 、SirWalterに は そ の 重 大 さが よ く飲

み こめ な い始 末 な の で あ る。 彼 は 居 間 に幾 つ も の姿 見 を 置 き、 准 男 爵 年 鑑 のElliot家 の記 載

を読 ん で 、 自己 満 足 に耽 って い るが 、 こ う したSirWalterの 描 き方 に は、 彼 に は救 済 の可 能

性 を一 切 、 認 め な い と い う作 者 の 冷 た い割 り切 りが 感 じ られ る。

一 方 、 主 人 公 のAnneElliotに つ い てAustenは 、 「彼 女 は私 に は善 良 す ぎ ます 」 と述 べ

て い る。6)「 善 良 す ぎ る(toogood)」 とい うの が 具 体 的 に何 を 示 す か が 問 題 だ が 、人 物 像 と

して のAnneが 「理 想 的 にす ぎ る 」 とい う意 味 で こ の よ うな コ メ ン トを した と考 え て よ い だ

ろ う。AnneElliotに はaneleganceofmindとsweetnessofcharacterの 両 方 が 備 って い

る とい う。 これ は ど うい う こ とで あ ろ うか 。 彼 女 はFannyPriceと 同 じよ うに 、感 覚 が 繊 細

で 、 物腰 は優 し く(gentle)、 い か に もsweetnessofcharacterの 持 ち主 で あ る。 だ が 、 そ れ

だ けで はな い 。aneleganceofmindと は、 理 性 と感 性 の バ ラ ン スの とれ た 、 理 想 的 な 知 性 の

働 きが 、 洗練 され た優 雅 な マ ナ0を 伴 って 現 れ る とい う意 味 で はな い だ ろ うか 。

AnneElliotは 穏 や か な外 観 に もか か わ らず 、 鋭 い洞 察 力 を持 って い る。彼 女 の 洞 察 力 はす

べ て を 見通 し、何 物 を 見逃 さ な い。

だ か ら こそ 、 海 軍 グル0プ の特 徴 で あ る 、 飾 り気 の な い、 率 直 な 言 動 にAnneは 大 い に 感

心 を しな が ら も、 洗 練 の 点 で は劣 る こ と に気 が つ くの で あ る 。 人 柄 の 良 い ハ0ヴ ィル 大 佐

(CaptainHarville)は 次 の よ う に 描 写 さ れ て い る 。`CaptainHarville,thoughnot

equallingCaptainWentworthinmanners,wasaperfectgentleman,unaffected,

warm,andobliging.Mrs.Harville,adegreelesspolishedthanherhusband,seemed

howevertohavethesamegoodfeelings.'「 ・… マ ナー の 点 で は ウ ェ ン トワー ス大 佐 に及 ば

な い もの の 、 気 取 りが な く、 温 か み が あ って 、 親 切 で 、 完 壁 な紳 士 だ っ た。 ハ0ヴ ィル夫 人 は

洗 練 の 点 か らい え ば夫 よ り一 段 劣 っ て い た が 、 同様 に親 切 な 心 の 持 ち 主 の よ うに 見 え た 。」

(p.97)

マ ナ0の 良 しあ し、 洗 練 の 度 合 い にAnneは 特 に 、 敏 感 で あ る。 よ く引 き合 い に 出 され る

場 面 だ が 、Anneに はMrs.Musgroveの で っぷ り した体 格 と、 彼 女 が 死 ん だ 息 子 の た め に流

す 涙 が つ りあわ な い と考 え て 、 内 心 で 笑 いを こ らえ る と い う0面 もあ る の だ。(P.68)

だ が 、Anneは そ の鋭 い洞 察 力 を 、人 生 体 験 の深 さで和 らげ る術 を も知 って い た 。 彼女 は経

験 か ら、 真 実 に対 し、 しな や か な 対応 を す るだ けの ゆ と りを も って い る。Anneの 知 性 は成 熟
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した 知 性 な の で あ る 。 だ か ら彼 女 は エ リザ ベ ス ・ベ ネ ッ ト(ElizabethBennet)や エ マ

(EmmaWoodhouse)の よ うに知 性 を 過 信 す る余 り、 人 に騙 され る な ど と い う こ と は な い 。

Anneに 好 意 を も っ て い る と思 わ れ た べ シウ ィ ッ ク大 佐(CaptainBenwick)が ル イ ー ザ

(LouisaMusgrove)と 婚 約 し た 知 ら せ を 聞 い て も、Anneは さ ほ ど 驚 か な い 。`The

answersoonpresenteditself.Ithadbeeninsituation.Theyhadbeenthrowntogether

severalweeks・ …Shewaspersuadedthatanytolerablypleasingyoungwomanwho

hadlistenedandseemedtofeelforhim,wouldhavereceivedthesamecompliment.

Hehadanaffectionateheart.Hemustlovesomebody.'「 答 え は す ぐ にわ か った 。 問 題 は

状 況 に あ った の だ 。 二 人 は数 週 間一 緒 に ほ う り出 さ れ て い た の だ … ・彼 の 話 に耳 を 傾 け、 彼 に

同 情 的 と見 え る、 我 慢 で きる程 度 に感 じの よ い若 い女 性 な ら誰 で も、 同 じほめ 言 葉 を 受 けて い

た で あ ろ う。 彼 は愛 情 深 い人 間 だ った 。 誰 か を 愛 さず に は い られ な か っ た のだ 。」(P.167)と

す ぐに 事 の 真 相 を 見 抜 い て しま う。

また 、CaptainBenwickの 人 物 に つ い て も、 そ の バ イ ロ ン風 の気 取 りな ど に は 幻 惑 され な

い 眼 識 を ア ンは 持 って お り 、 こ の 件 の 結 論 と して は 、`Theconclusionofthewholewas,

thatifthewomanwhohadbeensensibleofCaptainWentworth'smeritscouldbe

allowedtopreferanotherman,therewasnothingintheengagementtoexcitelasting

wonder・ 一'rWentworth大 佐 の 良 さ を理 解 で きて い た女 性 が 、 別 の男 性 を 好 き にな るな ど

と い う こ とが 認 め られ る な らば 、 この 婚 約 に は そ う いつ ま で も驚 く ほ どの こ と は な い の だ っ

た 」(P.167)と きわ め て 冷静 な反 応 を示 して い る。

この よ うに 冷 め た 観 察 の で き るAnneで あ る か ら、Maryの 夫 、CharlesMusgroveの 人

物 に つ い て 次 の よ うな コ メ ン トも出 て くる の で あ る。

・…though・ …Annecouldbelieve
,・…thatamoreequalmatchmighthave

greatlyimprovedhim;andthatawomanofrealunderstandingmighthavegiven

moreconsequencetohischaracter,andmoreusefulness,rationality,and

elegancetohishabitsandpursuits.

… ・もっとふさわしい結婚をしていれば、彼はもっと良 くなっていただろう。本当の知性

を身につけた女性なら、彼の性格にもっと威厳を与え、彼の習慣と趣味により有用性と合

理性、そして優雅さを与えていただろう……と、アンは思 っていた。(P.43)

Anneは 妹 のMaryに つ い て もtrueunderstandingが な い と見 て い る 。trueunder・

standingの あ る妻 な らば 、CharlesMusgroveの 行 動 様 式 に もeleganceが そ な わ る はず で

あ る。Anneに と っ てtrueunderstandingは 、 行 動 と して 必 ず 、 外 に現 れ る もの で あ る。 そ

れ が マ ナ ー とい う もの で あ る。 何 故 な ら、 知 性 と、 洗 練 され た 形 式 美(elegance)と は 深 い

関係 を持 って い る もの な のだ 。

この よ うな考 え に 基 づ い て 、Anneは 大 変 感 じが よ い マ ナ ー の 持 ち主 で あ るMr.Elliotに 期

待 す る ので あ る。

Hewasquiteasgood-lookingashehadappearedatLyme,hiscountenance

improvedbyspeaking,andhismannersweresoexactlywhattheyoughttobe,so

polished,soeasy,soparticularlyagreeable,thatshecouldcomparethemin
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excellencetoonlyoneperson'smanners.Theywerenotthesame,buttheywere,

perhaps,equallygood.

彼はライムで見かけた時と同 じように立派に見えた。彼の顔は話 し始めるとさらに一層

引きたった。そして彼のマナーは非常に洗練されてお り、非常に気楽で、'とりわけて気持

ちの良い、まったく申し分のないものであったので、彼女はその見事さにおいて比較でき

る人はたった一人 しかいないと思 うほどだった。それはまったく同じとは言えなかったが、

恐らく、同じ程度に立派なものであった。(P.143)

Anneは 申 し分 の な い マ ナ ー の 彼 を 、sensiblemanで あ る と見 たが 、 そ の 印 象 は間 違 って

い な か っ た 。 後 に 彼 女 はBathで 、Mr.Elliotの よ う に 「頭 の よ い 、 明 敏 な 知 性 」(a

sensible,disceriningmind)(p.143)の 持 ち 主 と親 し く話 をで き る こ と に 、 喜 びを 見 い 出

しさえ す るの で あ る(p.144)。

(IV)知 性 とモ ラル

Austenが 理 性(sense)と 感 性(sensibility)を 常 に表 裏0体 を な す もの と考 え 、 そ の 両

方 を兼 ね 備 え る こ と を理 想 と して い た こ とは 、Austenの 小 説 の 読 者 な ら誰 で も気 づ く こ とで

あ る・senseは 単 な る 「利 口 さ 」(cleverness)と は 違 い 、intelligence、 或 い は 、true

understndingに 通 じ る もの で あ る。7)Austenに と って 、 知 性 は常 に 深 い関 心 事 で あ った 。

『自 負 と偏 見 』(PrideandPrejudice)で は 頭 の よ い 皮 肉 屋 の べ ネ ッ ト氏(Mr .Bennet)

と利 発 な エ リザ ベ ス(ElizabethBennet)が 、 コ リンズ 氏(Mr.Collins)の 馬 鹿 さ加 減 を 嘲

笑 す る 。r知 性 と感 性 』(SenseandSensibility)は 、E.M.ForsterがHowardsEndで

描 い た の と同 じ状 況 設 定 で 、 知 識 人 姉 妹 が 、senseもsensibilityも 鈍 い 人 々の 中で 苦 労 を す

る 話 で あ る 。 特 に 芸 術 家 肌 で 、 自 我 を コ ン トロ.._..ルす る こ と の 下 手 な 妹 の メ ア リ ア ン

(Marianne)が 深 く傷 つ く。rノ ー サ ンガ ー ・ア ビー 』(NorthangerAbbey)は ヘ ン リー

・テ ィ ル ニ ー(HenryTilney)の 軽 や か な 知 性 が 魅 力 的 で
、 ソ0プ 兄 妹(Johnand

IsabellaThorpe)の 鈍 重 な俗 物 性 と鮮 や か な対 照 を な して い る。

『マ ン ス フ ィ ー ル ド ・パ ー ク』(Mansfiel(1Pαrん)の ヒ ロ イ ン はsenseとsensibilityを

深 く秘 あ て お り・ そ の た め に 、 回 りの 人 々 に理 解 され な い 悩 み を持 って い る。FannyPrice

に は 、 よ りオ ー プ ンで 優 れ た知 性 と感 性 の持 ち 主 、 メ ア リ ・ク ロ フ ォー ドとヘ ン リー ・ク ロ

フ ォー ド(MaryandHenryCrawford)が 対 比 され て お り、 読 者 は最 後 まで これ らの 人 物

の 判 断 に迷 うの で あ る。 だが 、決 め手 はCrawford兄 妹 のmora1上 の 欠 陥 で あ る。

『エ マ 』(Emma)で 扱 わ れ て い た の は、 己 が知 性 を 過 信 した ヒロ イ ンが 陥 る知 性 の 罠 で

あ る。 フ ラ ン ク ・チ ャ.__.チル(FrankChurchi11)は エ マ に 劣 ら ぬ 才 気 あ ふ れ る人 物 で 、

Emmaは 鏡 の 中 に 自分 の姿 を 映 し出す よ うに 、Frankの 知 性 と感 性 の魅 力 に ほれ 込 ん で しま

い、 結 果 的 に 騙 された しま うの で あ る。

この よ うに 、Austenの ヒロ イ ンた ち は知 性 が 特 徴 で 、 そ の 知 性(sense)は ま た 、優 れ た

感 受 性(sensibility)を も示 す もの で あ った 。 だ が 、Austenを 理 解 す る に は 、 これ だ けで は

ま だ 不十 分 で 、 これ にmora1の 問題 を考 慮 に入 れ る必 要 が あ る。Austenの 小 説 に は よ く ヒ ロ

イ ンを 惑 わ す 「魅 力 的 な 悪 党 」(anti-hero,villain)が 登 場 す る。 彼 もま た 、 ヒー ロー と同

じ よ う に 傑 出 し た 人 物 で な け れ ば な ら な い 。 ウ ィ ロ ビ ー(Willoughby)や ウ ィ カ ム
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(Wickham)の 場 合 を 思 い 出 して い た だ きた い 。heroとvillainを 分 か っ の は道 徳 性 の 点 だ

けな の で あ る。 知 性 と感 性 はAustenに と って 大 事 な 徳 目だ が 、mora1は 全 て に優 先 す る、

最 も重 要 な徳 目な ので あ る。Mr.Elliotが マ ナ ー とsenseの 点 で はWentworthに 匹 敵 す る と

され な が ら、結 局 、villainで あ る と判 明 す るの は 、 このmoralが 問 題 に な る ので あ る。

同 じこ とがSirWalterとElizabethの 場 合 に も言 え る 。 彼 らが 「虚 栄 心 の 強 い 愚 か 者 」で

あ る だ け な ら、Mr.WoodhouseやMrs.AllenやLadyBertramと 同 じよ うに好 人 物 に な

る こ と も可 能 だ っ た だ ろ う。 だ が 、 同 じ 「愚 か 者 」(foo1)で も、SirWalterに はMr.

WoodhouseやLadyBertramが 持 って い た 「誠 実 さ」 が 見 られ な い。mora1の 問 題 に関 し

てAnneは 作 者 以 上 に 厳 格 で あ る 。 彼 女 は 、SirWalterが 在 地 地 主(residentland-

holder)と して の 義 務 を果 た して い な い と手 厳 し く批 評 して い る。 実 際 、KellynchHa11を

明 け渡 す に あ た って 、 必 要 な 雑 事 を 処 理 し、 主 立 った 家 を 訪 問 して 別 れ の あ い さ っ を した の は 、

Anneで あ り、SirWalterで もElizabethで もな か った 。KellynchHa11の 事 実 上 の管 理 権

が 、無 責 任 なSirWalterか らAdmiralCroftの 手 に 移 った の は 、 む しろ小 作 人(tenants)

に と って 良 い こ とだ っ た とAnneは 考 え る ので あ る(P.125)。

LadyRussellのsenseは ど うで あ ろ うか 。LadyRusse11は 立 派 なmora1の 持 主 で 、 そ の

判 断 力 の 優 れ て い る こ と はKellynch界 隈で よ く知 られ て い る(P.11)。 だが 、LadyRusse11

に は偏 見 が あ る。 彼 女 はSirWalterと 同 じよ うに家 柄 に 対 す る コ ンプ レ ッ クス を 持 って い る

の だ 。Wentworthと の 結 婚 を あ き らめ る よ うに 、Anneに 間 違 った 説 得 を した の は 、 そ もそ

も彼 女 だ っ た で は な い か 。 この 偏 見 が あ る た め に 彼 女 はAdmiralCroftの 「心 の 善 良 さ」

(good-nessofheart)と 「素 朴 な性 格 」(simplicityofcharacter)を 理 解 す る こ とが で

き な い 。LadyRusse11に はAnneの よ う に 、AdmiralCroftの 余 り 洗 練 さ れ て な い

mannersを 受 け 入 れ るだ け の 心 の 広 さ が な い。 従 って 、LadyRusse11は 「沈 着 な 心 と丁 寧

な マ ナ ー 」(composedmindandpolitemanners)の 持 ち主 で は あ る が 、 知 性 と感 性 の 理

想 的 な0致 を 示 す 「洗 練 され た知 性 」(aneleganceofmind)の 持 ち主 と は言 え な い と い う

こ とに な る。

こ の よ う に ま ず 第 一 に モ ラ ル が あ り 、 次 にAustenは 知 性(understanding,sense,

intelligence等 の言 葉 で 表 され る)を 大 事 に したが 、彼 女 の 場 合 、 知 性 は 、 必 ず 、 それ を感 じ

と る ア ンテ ナ と して の 、 繊 細 で 奥 行 きの 深 い 感 受 性(sensibility,feeling等 の言 葉 で 表 され

る)と0体 に な る もの で あ る 。 そ して 、 そ の よ うな 知 性 と感 性 の バ ラ ンス の とれ た 人 間 の社 会

的 行 動 と して 、 「マ ナ ー の よ さ(goodmanners)」 を 考 え 、対 人 関 係 に お け る 「人 あ た りの

良 さ(agreeableness)」 を も重 視 す る とい うの が 、 彼 女 の 基 本 姿 勢 で あ る。 『説 得 』 で は こ

の 点 の 要 求 水 準 が さ らに 高 くな り、 マ ナ ーの 良 さを 単 な る 「人 あ た りの良 さ 」 に止 め て お か な

いで 、 「洗 練 され た 優 雅 さ」 の 域 に 達 す る こ とを 理 想 と して い る よ うに思 われ る。

例 え ば 、AnneElliotで あ る 。 こ の 作 品 に は 「優 雅 」(elegance)あ る い は 「優 雅 な 」

(elegant)と い う言 葉 が 多 用 され て お り、 これ を一 種 のkeywordと 考 え て も よ いだ ろ う。

ElizabethがBathの 居 間 の マ ン トル ピ ー ス の 上 に 「優 雅 な 時 計 」(theelegantlittle

clock)を 置 き(P.144)、 「小 規 模 だ が 、 この うえ な く優 雅 な テ ィー ・パ ーテ ィ」(aregular

party-sma11,butmostelegant)(p.220)を 開 こ う とす る の は 、 皮 肉 な 使 わ れ方 の例 だ

が 、 ヒ ロイ ンのAnneに もた び た びelegantと い う言 葉 が 使 わ れ て い る こ と に 注 目 した い 。

Anneが か つ て の 学 友Mrs.Smithの 前 に 現 れ た 様 子 は、 次 の よ う に描 写 され て い る。

TwelveyearshadchangedAnnefromblooming,silent,unformedgirloffifteen,
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totheelegantlittlewomanofsevenandtwentywitheverybeautyexceptingbloom,

andwithmannersasconsciously.rightastheywereinvariablygentle・ …

12年の歳月がアンを花の盛りの、黙りがちな、まだ体のできていない15歳 の少女か ら、

花の盛 りこそ過ぎてはいるものの、非常に美 しく、いつ も物柔 らかであると同時に、意識

的に礼儀正 しい、27歳 の、小柄で優雅な女性に変えていた。(P.153)

そ もそ もAnneは,音 楽 だ け で な く、 イ タ リア語 の素 養 が あ り、Austenの ヒ ロイ ンの 中で

も最 も教 養 の 深 い 女 性 で あ る 。 こ の 美 し い 小 柄 な 女 性 のeleganceは 、 単 にsenseと

sensibilityの バ ラ ンスの よ い結 び付 き以 上 の もの を示 して い るよ うに思 わ れ る。

(V)lovestoryとsensibility

Persuasionは そ の底 を流 れ る深 い 哀 切 な 感 情 が 魅 力 で あ る 。 そ の 感 情 はAnneElliot独 自

の もの で あ る.。Anneは 若 いHenriettaやLouisaが 屈 託 な く笑 い さ ざ め く中 で 、 晩 秋(11

月)の 清 澄 な 景 色 と 、`sometendersonnet,fraughtwithaptanalogyofthedeclining

year,withdeclininghappiness,andtheimageofyouthandhopeandspring,allgone

together'「 失 わ れ 行 く季 節 を 適 切 なた とえ で 歌 っ た哀 切 な ソ ネ ッ ト、 失 わ れ ゆ く幸 福 と、 全

て 失 わ れ て しま った 若 さ と希 望 と春 の お もか げ を 歌 った 歌 」(P.85)と を 重 ね あわ せ よ う とす

る 。declininghapPinessへ の 哀 惜 、thedecliningyearを 惜 し む 心 、 こ の 感 情 が 、

、ersuasionの 全 編 を 支 配 す る感 情 だ と言 って もよ いだ ろ う。

こ のAnneの 喪 失 感 の 原 因 は,8年 前 のCaptainWentworthと の 別 れ に 端 を 発 して い る。

Heway,atthattime,aremarkablyfineyoungman,withagreatdealof

intelligence,spiritandbrilliancy-.

彼は当時、溢れるばかりの知性 と、覇気 と、輝 きに満ち、おどろくほどハ ンサムな青年

だった。(p.26)

だ が 、 この よ うな 個 人 的 魅 力 をSirWalterもLadyRusse11も 評 価 しな か った 。 結 局 、 周

囲 の 説 得 に従 った 形 で 、AnneはCaptainWentworthの 求 婚 を 断 った の だ が 、彼 女 の愛 情 は

今 も変 わ って いな い 。 そ の 気 持 ちをAnneは 後 に`AlltheprivillegeIclaimformyownsex

・…isthatoflovinglongest
,whenexistenceorwhenhopeisgone'「 存 在 が 失 わ れ 、 希 望

が 失 わ れ て も長 く愛 す る の は 女 性 の 特 権 」(P.235)で あ る とCaptainHarvilleに 向 か って

表 現 して い る0こ の 失 わ れ 行 く幸 福 、 見 込 み の な い愛 と い う感 情 は、 物 語 の前 半 を支 配 し、 後

半 に入 って も な お 、 余韻 を 引 きず って 、 終 盤 まで 続 く。 と い うの も、 これ は 見込 み の な い愛 の

物 語 で あ り、 そ れ が 奇 跡 的 に復 活 す るの は終 盤 に至 って か らの こ とだ か らで あ る。

ersuasLOnはSirWalterがAdmiralCroftにKellynchHa11を 貸 した 後 、Anneと

Wentworthを 中心 に 筋 が 展 開 し始 め る。CaptainWentworthが 再 び 、Anneの 前 に 現 れ る。

8年 前 よ りさ らに容 貌 に男 ら しい磨 きが か か り、25,000ポ ン ドと い う財 産 を 引 っ提 げて の登 場

で あ る。 だ が 、 彼 の 前 に は青 春 の 真 っ盛 り にあ るHenriettaとLouisaの 姉 妹 が いた 。

前 に も述 べ た よ う に、PersuaionはAnneの 意 識 に 焦 点 を あ て て 、 語 られ て い る。Fanny
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Priceの 場 合 と同 様 、Anneは 「感 受 性 の 強 い ナ レー タ.__.」(sensitivenarrator)で あ る。

秘 め た 愛 は 人 の心 を鋭 敏 に す るが 、Anneの 場 合 、 そ れ が 殆 ど希 望 の な い愛 で あ るだ け 、情 感

は一 層 、 深 い の で あ る。Anneは 、 常 に状 況 を 正 し く把 握 して い るだ け で な く、 「秘 め た思

い 」 が あ る ゆ え に 誰 よ り も深 く感 じ る こ とが で き る 。 作 者 はAnneの 「こ め られ た 思 い

(pent-upfeeling)」 が 読 者 に伝 わ る よ う様 々 な工 夫 を して い る。

例 え ば 、Anneが8年 た っ た今 もWentworthを 忘 れ て い な い こ とは 、 彼 女 が 海 軍 の 事 情 に

精 通 して い る こ とか ら もわ か る しか け で あ る。Elliot家 の 顧 問 弁 護 士 が 借 家 人 候 補 者 と して

AdmiralCroftの 名 を 出 した と き、

・…andAnne
,afterthelittlepausewhichfollowed,added.

"HeistherearAdmiralofthewhite
.HewasintheTrafalgaraction,andhad

beenintheEastIndiessince;hehasbeenstationedthere,Ibelieve,several

n

years.

アンは、その後のちょっとした沈黙の後で、付け加えた。

「その方は白色艦隊の海軍少将です。 トラファルガーの作戦に参加 していた方です。そ

の後、東イン ドへ行っておられました。確か、数年前か らその地で勤務 しておられたと思

います」(PP.21-22)

この短い言葉か ら、Wentworthと 別れた後 も彼女が海軍名簿(navylist)を 読んでいるこ

と、 しか もWentworthの 義兄の消息を正確に把握するほどの、熱心な読者であったことが推

察されるのである。口を開 く前に しば しの間を置いているが、SirWalterへ の遠慮と共に、

万感の思いが込められていることを示す間である。

同 じように、Anneの 「秘めた思い」はしば しば彼女を0座 の中で最も洞察力のある人にし

ている。顧問弁護士 もSirWalterも 思い出せない副牧師の名前を、Anneは す ぐに答えるこ

とができた。

Afterwaitinganothermoment
"YoumeanMr

.Wentworth,Isuppose,"saidAnne.8'

一 瞬
、 間 を 置 い た 後 、

「ウ ェ ン トワー ス さ まの こ とで は あ り ませ ん か 」 と ア ンは言 った 。(P.23)

Anneは こ こで も一 瞬 の間 を 置 いて い る。

CaptainWentworthはKellynchHa11のAdmiralCroft夫 妻 の 元 に 現 れ 、Musgrove家

を 訪 れ る よ うに な っ た 。Anneは 大 家 族 の交 流 の 中 で 、 否 応 な しに 彼 と同 席 す る こ とが 多 く

な った 。 二 人 が 初 め て 顔 を合 わ せ る場 面 は 、 ナ レー タ ー と して のAnneの 感 性 が 極 限 に まで

研 ぎ澄 ま され 、 意 識 が 集 中 され て い る こ とを 示 す 文 体 で あ る。

IntwominutesafterCharles'spreparation,theothersappeared;theywereinthe

drawing-room.HereyehalfmetCaptainWentworth's;abow,acurtseypassed;

sheheardhisvoicehetalktoMary,said.allthatwasright;saidsomethingto
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theMissMusgroves,enoughtomarkaneasyfooting:theroomseemedfull

fullofpersonsandvoicesbutafewminutesendedit.Charlessheavedhimself

atthewindow,allwasready,theirvisitorhadbowedandwasgone;theMiss

Musgrovesweregonetoo,suddenlyresolvingtowalktotheendofthevillagewith

thesportsmen:theroomwascleared,andAnnemightfinishherbreakfastasshe

could.

チャールズの予告の二分後に、他の者たちが現れた。彼 らは居間にいた。彼女の目は半

ば、彼の目と会った。お辞儀と、会釈が交わされた。彼女には彼の声が聞こえた メア

リと話を している。この場にふさわしいことを言っている。マズグローヴ姉妹に何か話 し

かけた。こころやすいことを示す話ぶりである。部屋は一杯のようだった 人と声で一

杯だった だが、それも数分間で終わった。チャールズが窓際に現れ、みんなも用意が

できた。客(Wentworth)は お辞儀をし、行って しまった。マズグローヴ姉妹 も急に、

狩 りに行 く男性たちと一緒に村のはずれまで歩いていくことに決め、行ってしまった。部

屋は人気がなくなった。アンは好きなように朝食を済 ましてよいのであった。(PP.59-

60)

ここでは、Anneが 意識的に視線を伏せ、目の代わ りに、耳 とその他すべての知覚に神経を

集中してWentworthの 存在を感じとっているのがわかる。

鋭敏で繊細な感性を持つ者同志は、言葉を交わさなくても、お互いに理解 しあうものである。

ersuasLOnの 今一つの魅力は、優れた感性の持ち主であるAnneとCaptainWentoworth

が、言葉のやり取りな しに、お互いに理解 し合う過程が描かれていることだろう。彼 らは言葉

に頼 らず、視線と視線で、いわば、sensibilityとsensibilityで 交流をするのである。

Wentworthは8年 前にAnneが 自分の求婚を受けず、周囲の 「説得」に従 ってたことで、

プライ ドを傷つけられ、今もAnneを 許 してはいなかった。そのため、二人は再会後 も意識

的に接触を避け、大勢の中では他人よりもよそよそ しい間柄 となって しまった。どうしても必

要な時に他人行儀な口をきくだけで、会話など成立するべくもない。始め、Anneは このよそ

よそしさ(estrangement)に 堪 らない孤独を感 じる。だが、Musgrove家 の大家族の中で、

二人は徐 々に緊張を解きはじめ、交流 し始めるのである。お互いの存在を感 じることから始

まって、視線を合わ し、表情を読み取 り、そして、理解するようになるのである。

AnneとWentworthの 交流の仕方は、鋭敏な感性を持つ ものだけがわかるようなやり方で

ある。例えば、Winthlopへ の長い散歩の場面では、WentworthはAnneがAdmiralCroft

の馬車に乗れるように取り計 らってやる。全ては一瞬のうちに行われた。

・…andCaptainWentworth
,withoutsayingaword,turnedtoher,andquietly

obligedhertobeassistedintothecarriage.

ウェントワース大佐は一言 も言わず、アンの方を振 り向いて、静かにアンを促 し、手を

貸して馬車に乗せた。(P.91)

彼 もAnneも 一一言 も発 しな い 。 だ が 、Anneに は 、彼 が 彼 女 の 疲 労 ぶ り に気 づ い て い た こ と

が 分 か るの で あ る。 それ は 、 さ らに 、`Sheunderstoodhim.Hecouldnotforgiveher,but
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couldnotbeunfeeling.'「 彼 女 は彼 を 理 解 した 。 彼 は彼 女 を 許 す こ とが で き な か った 。 だ が 、

非 情 で もい られ な か った の だ 。」(p.91)と い う理 解 へ 至 るの で あ る。

同 じよ うに 、Lymeの 海 岸 でAnneが 通 りす が りの 見 知 らぬ紳 士(実 は、Mr.Elliot)か ら

称 賛 の眼 差 しを 受 け た と き、

CaptainWentworthlookedroundatherinstantlyinawaywhichskewedhis

noticingofit.Hegaveheramomentaryglanceaglanceofbrightess,which

seemedtosay,"Thatmanisstruckwithyou,andevenI,atthismoment,see

somethinglikeAnneElliotagain."

ウエン トワースは瞬時に、自分もそれに気がついたことがわかるようなや り方で、彼女

を振りかえって見た。彼は一麟 の視線でアンを見た一 きらきらした視線で、 こう語 って

いるようだった。rあ の男はあなたに見とれているのです。この僕でさえ、 この瞬間、昔

のアン ・エ リオ ットを見ているような気が します。」(P.104)

そ して 、Anneも この 雄 弁 な 「一 瞬 の 、 き らき ら した視 線 」 の 意 味 を 正 し く了 解 す る ので あ

る。

また 、Bathの 「白鹿 亭 」(WhiteHartInn)で 、WentworthがElizabethか ら招 待 状 を

受 け取 っ た と き、Maryは 彼 の 気 持 ちを 誤 解 す るが 、`Annecaughthiseye,sawhischeeks

glow,andhismouthformitselfintoamomentaryexpressionofcontempt,andturned

away,thatshemightneitherseenorhearmoretovexher.'rAnneは 彼 の 視 線 を 捕 らえ 、

彼 が ほお を 紅 潮 させ 、 唇 を 一 瞬 、 軽 蔑 の 表情 に ゆ が め 、 そ れ 以 上 彼 女 が 当惑 す る よ うな こと を

見 な い で い い よ うに 、 あ ち らを 向 くの を 見 た 。」(P.227)の で あ った 。Anneは 彼 の 視 線 か

ら、rElliot家 の プ ラ イ ド」(theElliots'pride)に 対 す る彼 の 相 変 わ らず の軽 蔑 の 念 と 、

それ をAnneに 知 らせ ま い とす る心 遣 い とを 読 み 取 るの で あ る。 こ う した お互 い の 理 解 の仕

方 は、Austenの 他 のheroineに は見 られ な い こ とで あ る 。

(VI)Musgrove家

J.P.BrownはrQ説 得 』 に お け る過 激 な ペ シ ミ ズ ム 」`TheRadicalPessimismin

Persuasion'と い う論 文 の 中 で 、Persuasionは コ ミ ュニ テ ィ と い う基 盤 を 失 っ た孤 独 な個 人

を描 い た もの だ と述 べ て い る。Brownに よ れ ば 、 エ リオ ッ トー 家 は 孤 独 な 、 傷 つ い た個 人 の

寄 せ 集 め で あ り、 既 に本 当 の意 味 で の 家 族 を な して い な い 。SirWalterもMr.Elliotも 妻 を

な く した 「や も め 」(widower)で あ る 。 しか も、ElizabethとAnneは 婚 期 を 逸 したold

maid、Mrs.Clayは 未 亡 人 で あ る。(更 に言 え ば 、CaptainBenwickも 婚 約 者 を な く して

お り、Mrs.Smithは 未 亡 人 で病 身 で あ る)

そ の うえ 、 この 傷 つ い た個 人 の 集 ま りで あ るElliot一 家 の 間 に は 、 通 い 会 う愛 情 もな く、

利 己心 と虚栄 心 だ けで 辛 う じて 結 びつ い て い る。 ご承 知 の よ うに 、Austenの これ まで の 作 品

で は 、家 族 は堅 固 な もので 、 ヒロ イ ンは否 応 な しに家 族 の0員 で あ り、 結 婚 に よ って 家 族 を 選

ぶ こ と はで きて も、 家 族 を無 視 す る こ とは とて もで き な い相 談 だ った 。 だ が 、PersuasLOnで

は家 族 は 力弱 い存 在 で あ る。 それ は家 族 が コ ミュニ テ ィ とい う基 盤 を 失 った た め と解 され る。

Brownは この よ うに 考 え て 、Persuasionの 状 況 が ヴ ィ ク ト リア 時 代 の 大 衆 社 会 を予 測 す る
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も の だ と し て い る 。Anneは 「感 じや す い 、 考 え る 人 間 」(sensitiveandthinking

person)で あ り、Anneの 孤 独 は、 社 会 で 孤 立 す る 「ヴ ィ ク ト リア 時代 の 知 識 人 」 の 孤 独 に

重 ね 合 わ す こ とが で きる とい うので あ る。9)

だ が 、 家族 は 本 当 に コ ミュニ テ ィと い う基 盤 を失 った の だ ろ うか 。 ま た 、家 族 と個 人 に 関す

るAustenの 基 本 的 な 考 え に 、 本 当 に 変 化 が あ っ た の だ ろ う か 。Elliot家 と は 対 照 的 な

Musgrove家 と い う家 族 も登 場 す るが 、 これ を ど う考 え た らい い のだ ろ うか 。

KellynchHa11を 出 た後 、Anneは 妹 のMaryの 嫁 ぎ先UppercrossのMusgrove家 に 滞

在 す る。Musgrove家 はElliot家 に次 ぐ財 産 家 の 地 主 で 、 古 い郷 士(squire)の 家 柄 で あ る。

だ が 、 そ の 生 活 様 式 はElliot家 とは ま るで 違 って い る。

AnnehadnotwantedthisvisittoUppercross,tolearnthataremovalfromoneset

ofpeopletoanother,thoughatadistanceofonlythreemiles,willoftenincludea

totalchangeofconversation,opinion,andidea.

アンは今回のアッパークロス訪問を待つまでもなく、ひとっの人々のグループか ら別の

グループへ移ることは、たとえそれが3マ イルの距離にすぎな くても、 しば しば、話すこ

とか ら、意見、発想法まですっかり変わって しまうものだ ということを知っていた。(P.

42)

在 地 地 主 と して の実 態 を 失 っ て しま ったElliot家 と異 な り、Musgrove家 は今 も し っか り

と コ ミュニ テ ィに根 を お ろ して い る。 家 族 と して のMusgrove家 の特 徴 は、 大 家 族 で あ る こ

とだ ろ う。 い わ ば 、 ス ー プ の 冷 め な い距 離 に親 子 三 世 代 が 住 む 形 で あ る。 先 祖 伝 来 の お 屋 敷

(GreatHouse)に はMusgrove夫 妻 が 、 結 婚 前 の 二 人 の 娘 と 、 古 い イ ン グ ラ ン ドの 様 式

(01dEnglishstyle)で 住 ん で い る 。Musgrove夫 妻 は 旧 世 代 の 人 間 で 、`friendlyand

hospitable,notmucheducated,andnotatallelegant'「 親 しみ や す く人 を 歓 待 す る人 達

で 、 教 育 は余 りな く、 少 し も洗 練 され て いな か った 」(P.40)と 描 写 され る 。 彼 ら は今 、 新

しい 時 代 の 波 を 受 け て お り、 二 人 の 娘 が この 家 に新 式 の 改 良(improvement)を 持 ち込 ん で

い る。 一 方 、、GreatHouseか らわ ず か4分 の1マ イ ル しか 離 れ て い な い と こ ろ に は、 結 婚 し

た 息子 のCharlesが 、 新 式 の ヴ ェラ ンダや フ ラ ンス窓 の つ い た 新 居(UpPercrossCottage)

を建 て 、妻 のMaryと 二 人 の子 供 と暮 ら して い る。

Musgroveの 新 旧 両 家 の 間 で は 頻 繁 に 行 き 来 が あ り 、`thefamily-habits_.of

everythingbeingtobecommunicatedandeverythingbeingtobedonetogether,

howeverundesiredandinconvenient'「 た とえ どん な に嫌 で も、 ま た、 不 便 で も、 必 ず 、 す

べ て を知 らせ 、 す べ て を一 緒 にす る」(P .83)と い う家 族 の習 慣 が あ っ た。 この頻 繁 な交 流 こ

そ が 、Musgrove家 の大 家 族 と して の形 態 を示 す もの で あ る。 こ う い った 大 家 族 的 な シ ス テ

ム に は面 倒 な 側 面 もあ り、 例 え ば 、 も しHenriettaとLouisaが 二 人 だ け の 散 歩 を す るつ も

りで い て も・ や は り、 分 家 のMaryを 誘 わ ず に はお られ な い の で あ る 。 す る と、Maryは

Maryで`Andyettheywouldnotbepleasedifwehadrefusedtojointhem.When

peoplecome加thismanneronpurposetoaskus,howcanonesayno?'「 で も行 くの を

断 れ ば 、 あ ち らは気 を悪 くす るで しょ う。 こん な 風 にわ ざわ ざ誘 い に来 られ て は、 とて も嫌 と

は言 え な い わ 。」(PP.83)と そ れ を 受 け るの で あ る 。HenriettaとLouisaの 困 った表 情 を見

て 取 ったAnneが 気 転 を きか し、 自分 も同 行 す る こ と に決 め るエ ピ ソー ドは こ う した 両 家 の
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事 情 を よ く表 して い る。 い っそ数 の 多 い ほ うが 、HenriettaとLouisaの 望 むprivacyが 保 て

るだ ろ う とAnneは 考 え た の で あ る。 こ う したMusgrove家 の 在 り方 を 、Anneは 驚 き の念

を も って 眺 め 、 「とて も思 慮 の な い(highlyimprudent)」 こ とだ と考 えて い る(P.40)。 こ

こで はAnneは 明 らか に、 大 家 族 に飲 み込 ま れ ま い とす る個 人 主 義 の 側 に立 って い る。Anne

は第三 者 と して 、 しば しば両 方 の側 か ら不 満 を聞 か さ れ る立 場 に あ り、 双方 に不 満 の あ る こ と

を知 って い るか らで あ る。 大 家 族 に は大 家 族 の欠 点 が あ る とい うわ けだ 。

しか し、 こ のMusgrove家 を 、個 人 が 孤 立 して い るElliot一 家 と比 べ て み る と、 家 族 の 絆

を 大事 に す る家 族 ら しい家 族 と して 、 よ り好 意 的 に描 か れ て い る こ と は否 定 で きな い 。 地 主 と

して コ ミュ ニ テ ィ に し っか り根 差 した 生 活 を して い るMusgrove家 に は 、 縁 戚 と して の

Anneを も受 け入 れ るだ け の懐 の大 きさ が あ る。Anneも この一 家 に 対 して 、 限 りな い 親 しみ

と愛 着 を感 じて い る こ と は確 か で あ る。SirWalterとElizabethは 軽 薄 な人 物 と決 め っ け ら

れ て い るが 、CharlesMusgroveとMaryの 人 物 像 は好 意 的 に描 か れ て い る。Charlesは 大

家 族 の 長 男 と い う立 場 を よ くわ き ま え、 少 々 、妻MaryのtheElliots'prideを 持 て 余 して は

い るが 、 全 体 と して はの ん きで 、 ス ポ ー ツ好 きの 若 い 地 主 、義 姉Anneに 対 して も親 切 な好

人 物 と して 描 か れ て い る。 ま た、Maryも 少 々 ノイ ロ ーゼ 気 味 で 、 自 己 中心 的 な性 格 だ が 、決

して 冷 淡 で はな い、 可 愛 ら しい人 物 で 、 発 展 可 能 なふ く らみ を もつcharacterで あ る。 これ

は作 者=Anneの 彼 らへ の 関心 の深 さ を物 語 る と考 え て よ いだ ろ う。

UpPercrossで は 家 族 が 健 在 で あ り 、Austen的 なgentryの 世 界 も 安 泰 で あ る 。
ノ

UpPercrossの 場 面 を読 む 限 り、読 者 は 「田舎 の3・4家 族 」 を 扱 っ た見 慣 れ たAustenの 世

界 を 見 い 出 す 。 だ が 、 そ のUpPercrossもAnneに と っ て は 単 な る通 過 地 点 で あ る。 永 久 に

留 ま って い た い と ころ で は な い の だ 。 東 イ ン ドや ジ ブ ラル タ ル に まで 出掛 け た ク ロ フ ト夫 人

(Mrs.Croft)を 登 場 させ た の は 、 作 者 にUpPercrossの 限 界 を 際立 た せ る意 図 が あ っ た と

考 え られ よ う。 また 、 読 者 と して も、Anneが 賑 や か な 大 家 族 の善 意 の 中 に あ っ て も、孤 独 に

悩 ま さ れ て い る こ と に気 づ か ざ るを え な い 。 そ の孤 独 はWentworthとHenrietta、Louisa

の 姉 妹 のflirtationに 対 す る嫉 妬 な ど とい う単 純 な原 因 に よ る もの で は な い。 そ れ は失 恋 とは

別 の 形 の 孤 独 、AnneとUpPercrossの 文 化 的 な 洗 練 度 の 違 い に よ る孤 立 感 で あ る。

Musgrove家 の 生 活 様 式 は、 優 雅 で 、 洗 練 され たElliot家 の そ れ と は好 対 照 を な して い る。

AnneがElliot家 の 空 虚 な 洗 練 に批 判 的 で あ る こ と は確 か だ が 、 か とい って 、Musgrove家

の 「古 風 で 雑 多 な 混 乱 」 ぶ りに 、 もろ 手 を 挙 げ て 賛 同 の意 を示 して い るわ け で もな い。 幸 せ そ

う なHenriettaとLouisaを う らや ま し く思 うAnneだ が 、 だ か ら と い って`shewouldnot

havegivenupherownmoreelegantandcultivatedmindforalltheirenjoyments'「 彼

らの 楽 しみ を 手 に入 れ るた め に 、 自分 の よ り洗 練 され た 、教 養 の あ る心 を捨 て去 ろ う とま で は

思 わ な か った だ ろ う」(P.41)と い う こ と もま た 事 実 な の で あ る。

(Y11)Bathで の 孤 独

次 に 、UpPercrossの 対 極 に あ るBathで の 生 活 を 検 討 して み る こ と に しよ う。Anneは

UpPercrossか らLadyRusse11に 送 られ てBathのCamden-Placeの 家 へ 到 着 した。Bath

は温 泉 保 養 地 で あ って 、 ボ ー ・ナ ッ シ ュ(BeauNash)の 優 雅 な 社 交 の場 と して 摂 政 時 代 に

もて はや され た と ころ で あ る。Napoleon戦 争 以 後 、Bathの か つ て の 隆 盛 は既 に 陰 りを 見 せ

て いた と い うが 、 各 地 か ら高 貴 な避 寒 の 客 や 金 の あ る新 興 ブ ル ジ ョア た ち が湯 治 に訪 れ る と こ

ろで 、 い わ ば 、 田舎 のgentlemanが 冬 のseasonを 過 ごす 小Londonの よ う な趣 を持 った と



46 奈 良 大 学 紀 要 第22号

ころ で あ る。 小 規 模 な が ら、Bathの 町 が 都 会 の 機 能 を 備 え た 町 で あ る こ と は、 舞 台 がBath

へ 移 って か ら 、場 面 がfashionablestreetsの 町 角,紳 士 淑 女 が 買 い 物 に 訪 れ る 店 先 、 コ ン

サ0ト ・ル ー ム、 旅 館(WhiteHartInn)と 都 会 的 に な る こ とか ら も知 られ る。

この 小 都 会 でElliot一 家 はCamden-Placeに 仮 住 ま い を して い る 。KellynchHal1を 人

に貸 して 、経 済 的 引 き締 めを はか るた め の 仮 住 ま いで あ るか ら、 召使 の数 も減 ら し、 自家 用 馬

車 も持 って い な い よ うで あ る。 だ が 、 借 りた 家 はbaronetの 名 に 恥 ず か しか らぬ 、 よ い場 所

に あ り 、 中 で も二 つ あ る 居 間 はElizabethの 自 慢 の 種 だ っ た 。Elizabethは こ こ で 、

Musgrove風 のdinnerpartyは 「旧 式 な 考 え 、 田 舎 じみ た 歓 待 」(01dfashionednotions

countryhospitality)(P.219)で あ る と考 え 、`sma11,butmostelegantteaparty'を

開 き、 正 式 のdinnerpartyを 開 け な い現 状 を ご まか す こ とが で きた 。 こ の よ うに うわ べ だ け

で 、 虚 栄 心 を 満 足 さ せ る生 活 も、都 会 で あ れ ば 可 能 で あ る。 土 地 もtenantsも いな いか らだ。

都 会 生 活 の も う一 つ の 利 点 は、 多 くの 人 と会 う機 会 の あ る こ とだ ろ う。Bathに は この 作 品

中 の 主 要 人 物 が 殆 ど集 ま って 来 るo,Anneは こ こで 、 父 親 や 姉 と合 流 す る だ け で な く、Mr.

Elliotと 出 会 い 、 旧 友 のMrs.Smithと の 再 会 も果 た して い る。 さ ら に、AdmiralCroft夫

妻 、Wentworth、Musgrove一 家 も滞 在 す る。 ア イ ル ラ ン ドの 貴 族LadyDalrympleや 貧

しいMrs.Smith、 看 護 婦 のNurseLookeと い う有 職 女 性 も登 場 し、 女 性 と して のAnneの

世 界 はか つ て な い 広 が りを 見 せ て い る。 これ らの 人 々 は町 角 で 、 個 人 の 居 間 で 、 出 会 って は別

れ 、 それ ぞれ の 場 所 へ と帰 って い く。LauraPlaceで 、WestgateBuilingで 、 彼 ら は孤 独 な

生 活 を 送 って お り、 社 交 以 外 に は相互 の交 渉 は な い 。 これ は都 会 の大 衆 の 本 質 で あ ろ う。

さて 、 この 「都 会 」 に た いす るAnneの 反 応 は ど うで あ ろ うか 。rAnneはBathが 嫌 い

だ った 。」(p.14)。 しか し、 そ うは い う もの の 、AnneはBathと い う都 会 生 活 の 良 さ を大 い

に利 用 して い る と も言 え る。Bathで は、SirWalterが 不 賛 成 で あ る に もか か わ らず 、Anne

はWestgateBuildingのMrs.Smithを 訪 ね る 自 由を 持 って い た 。LadyRussel1と 彼 女 の

自家 用 馬 車 の 恩 恵 に よ る と も言 え るが 、 徒 歩 で も往 来 の 自 由な 小 都 会 で あ る。Wentworthと

の 再 会 も、AdmiralCroftか ら情 報 を得 る こ と も、Bathだ か ら こそで きた と言 う こ と もで き

よ う。

この よ うに考 え て 見 る と、 個 人 的 な 自由 と い う点 で は 、AnneElliotの 方 が 、FannyPrice

やEmmaWoodhouse、ElizabethBennetよ り は るか に恵 ま れ て い る こ とは 否定 で きな い 。

AnneはKellynchHa11を 失 い 、 コ ミュニ テ ィ と い う確 固 と した生 活 基 盤 を 失 った が 、 そ の

代 わ り、 個 人 を 拘 束 す る こ との 少 な い生 活 へ 入 れ た の だ と も言 え る。Elliot家 で は 家族 の結 び

付 きで さ え 、ElizabethBennetに は思 い もつ か な か った よ うな希 薄 さな の だ 。 もち ろん 、 こ

れ に はそ れ な りの 代 償 も必 要 で 、Anneは か つ て な い孤 独 な ヒ ロイ ンで あ る。 だ が 、孤 独 は別

の意 味 で 彼 女 の 世 界 を 広 げ て もい る。nobodyで あ る と い う こ とは 、誰 に も責 任 が な い とい う

こ とで もあ る。 家 を 失 って 転 々 と移 動 を 余 儀 な くされ るAnneだ が 、 ま た 、 これ ほ ど移 動 す

るheroineも 珍 しい ので あ る。

都 会 で あ れ 、 田舎 で あ れ 、 個 人 を と りま く社 会 とい う もの に対 す る作 者 の 感 覚 が 初 期 の こ ろ

と変 わ って い る こ と は確 か で あ ろ う。AustenはSenseandSensibilityの よ うに個 人 を 圧 迫

す る社 会 を 、 も はや 求 め て は いな い。Emmaの よ うに逃 げ 場 の な い濃 密 な個 人 関係 を結 ぶ こ

とに も興 味 を な く し、 む しろ 、 ク0ル なっ な が りを 求 め て い る と考 え られ る。

大 家 族 のMusgrove家 の良 さ も実 は そ こ に あ っ た の で あ る。UpPercrossでAnneElliot

はMusgrove家 の 密 接 す ぎ る 結 び 付 き が 不 便 で あ る と 呆 れ て い る が 、 全 体 と し て 、

Musgrove家 の 包 容 力 はAnneに 満 足 を 与 え た 。 大 家 族 の 中 だ った か ら こ そ 、Anneは 気 ま
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ずい間柄のWentworthと もそしらぬ顔をして同席することがで きたのだ。全員を包括しよう

という大家族主義だか らこそ、AnneもLymeに 同行できたのではなかったか。01iver

MacDonaghの 言うように、大家族には大家族の欠点 もあるが、また、長所 もあるのである。

縁戚ではあるが、家族ではない、第三者 に近い立場の親戚AnneElliotに とって刃Musgrove

家の関係はそのような、っかず離れずの関係 として好都合だったと思われる。そ して、このよ

うなゆるやかなつながりこそ、個人が 自由に活動するゆとりを生み、AnneとWentworthを

結び付ける結果を もた らしたのである。

このように考えてみると、大家族 も、都会の孤独 も、Anneの`aneleganceofmind'を 束

縛 しないという意味で、価値を見出せると言えるのではないだろうか。

(注)

1)テ キ ス トはThe1>ovelsofJaneAusten,vo1.V,ed.R.W.Chapman,3rdEdition.(Oxford

UniversityPress,1933)を 用 い た 。 尚 、 この テ キ ス トか らの 引 用 は す べ て 、 本 文 中 の括 弧 の 中 の 数 字

に よ って、 そ の頁 字 数 を示 して い る。

2)JaneAusten'slettertoAnnaAusten,datedFriday,9September,1814.SeeJaneAusten's

Letters,collectedandeditedbyR.W.Chapman(OxfordUniversityPress,1979),p.401.

3)AustenはKellynch-ha11とKellynchHa11の 二 通 りの 表 記 を して い る。

4)JuliaPrewittBrown,JaneAusten'sNovels:SocialChangeandLiterayForm(Harvard

UniversityPress・1979)・SeepP・129-130・ こρ 中 でBrownは 優 れ たPersuasion論 を 展 開 して い る。

特 に 、 個 人 と社 会 との 関連 に っ い て 、 本 論 は こ こか ら多 くの 示 唆 を 受 け て い る。

5)も っ と も、 これ はMr.Elliotが 若 い ころ の 話 で 、 年 を と って か ら彼 の 考 え は大 き く変 わ る。 だ が 、 若

い ころ の 彼 はtitleよ り財 産 を 求 め て お り、 財 産 を 得 た 後 にな って 考 え を 改 め るが 、titleそ の もの につ

い て の 彼 の 基 本 的 な 考 え に 変化 が あ った と は思 わ れ な い 。

6)JaneAusten'slettertoFannyKnightdatedSunday,23March,1817.SeeJaneAusten's

Letter.s,p.487.
　

7)Mrs.Clayは`Shewasacleveryoungwoman,whounderstoodtheartofpleasing.'(p.15)と あ

る 。 こ のMrs.Clayは 人 に 取 り 入 る 術 は 心 得 て い る も の の 、 そ れ は 良 い マ ナ ー と は 言 え ず 、Mr.Elliot

のgoodsenseと は 異 な る の で あ る 。

8)Mr.WentworthはCaptainWentworthの 兄 で あ る 。

9)J.P.Brown,JaneAsuten'sNovels.,op.cit.,Chap6.Seep.144.

10)G.E.Mitton,JaneAustenandHerTimes(KennikatPress,1975),Chap.12.

11)OliverMacDonaugh,JaneAusten:RealandImaginedWorlds(YaleUniversityPress,1991).

SeeChap.5.本 書 でMacDonaughは 小 説 か ら の 引 用 を 交 え 、JaneAustenの 伝 記 的 考 察 を 行 っ て

い る 。Chap.5で は 家 族 とPersuasionを 扱 っ て い る 。
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Summary

AnneElliotand`anEleganceofMind'

JaneAustenclaims`sense'veryhighamongindividualvirtues.Toher,goodsensemeanstrue

sensibility.Intelligence(understanding,reason,sense,etc.)alwaysgoesalongwithfeeling

(emotion,sensiblity,andsoon).

NowAnneElliot,theheroineofPersuasion,isdepictedasbeingwith`aneleganceofmind'.

Whatdoes`aneleganceofmind'meanexactly?Isthereanydifferencebetweengoodsenseand
`aneleganceofmind'?

Concentratingonthesequestions,IwillinvestigateintoAnne'ssolitarysituationwhilesheis

movingthroughgroupsofpeople.ForAnneElliot,intelligentwomanwithtruefeelings,haslost

hernativehome,KellynchHall,herfather'sestate.SheisobligedtostayattheMusgroves,the

homeofarelative,atLymewhereshecatchesaglimpseofouterworldbeyondthesea,and

finallysettlesintotheelegantcitylifeatBath.Eachgrouprespondsherdifferentlyaccordingto

theirownculture.

Iwillalsoprovehowhersensiblemindhelpedherunderstandthemrightlyandhowher

sensibilityworkedintheprocessofherregainingbackCaptainWentworth'slovewhichhadbeen

lostfor8years.

、


